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法人の名称  一 般財団法人団寧院大学院友会
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公益目的支出計画実施報告書等の提出について

一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及び公益社団法人及び公益財団法人の認定

等に関する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律第127条第3項の規定により、

別紙のとおり 平成24年 度 (  平 成24年10月1日  か ら  平 成25年3月31日  ま で)の

公益目的支出計画実施報告書等を提出いたします。



【別紙1:法 人の基本情報】

基本情報

注 :代理人による申請の場合は委任状を添付 し、代理人が法人の場合は 「氏名」の欄に名称を、 「役職」欄に担当者名を

記載 してください。

一般財団法人団學院大学院友会

フリガナ イッパンザイダンホウジンコクガクインダイガクインユウカイ

法人の名称 一般財団法人団掌院大學院友会

主
た
る
事
務
所
の
住
所
及
び
連
絡
先

住所
〒 1500011 東 京都 渋谷区東4-12-8

代表電話番号 03-3400-7781      (内 線 )  FAX宅昏壕手  03-3400-7996

代表メールア ドレス inyuukaiCOkokugakuin.or.」p,nakazatoOkokugakuin.or.jp,kawatsu@kokugakuin.or.jp,t

ホームページアドレス

代表者の氏名 吉田 茂 穂

事業年度 4月 1日 ～  3月  31日

担
当
者
　
注

氏名 (又は名称) 中里陽一 役職 (又は担当者名) 総務部長

電話番号 03-3400-7781 FAX番 号 03-3400-7996

電子メールア ドレス inyuukai@kokugakuin,or,」p,nakzato@kokugakuin,pr,」p,kawatsu④kokugakuin.or.」p,ta

事業の概要

団學院大學の同窓会組織。団摯院大學設立の趣旨をもつて、会の発展、会員相互の親睦、
母校の隆昌に寄与し、広く社会に貢献することを目的とする。学術文芸の振興、奨学。会

報の編集発行。院友会館の運営。など。



【別紙 2:公 益目的支出計画実施報告書】

2.公 益目的支出計画実施報告書

【平成24年度 (   2012/10/1   か ら   2013/3/31   ま で)の概要】

注 t詳細は、別紙様式に個別の実施事業等ごとに記載 してください。

【公益目的支出計画の状況】

1.公 益目的財産額 620,341,554円

2.当 該事業年度の公益目的収支差額  ((1)+(2)一 (3)) 20,609,135円

(1)前 事業年度末日の公益目的収支差額 0円

(2)当 該事業年度の公益目的支出の額 20,609,572円

(3)当 該事業年度の実施事業収入の額 437円

3.当 該事業年度末日の公益目的財産残額 599,732,419円

4.2の 欄に記載した額が計画に記載した見込み額と異なる場合、その概要及び理由 注

一般財回法人への移行が期中の10月1日付であり、本実施報告書の対象期間が6カ月である。従つて、公益目的収
支差額は計画作成時点の約8割に止まつている。しかし、この実績を基に通年の決算額を見ると、計画作成時の
予算に近い数字が出ており、今後の実施事業の内容やその実施期間に関しては影響がないと考える。

公益目的支出計画の

完了予定事業年度の末日

(1)計 画上の完了見込み 平成61年3月31日

(2) (1)よ り早まる見込みの場合

前事業年度 当該事業年度 翌事業年度

計画 実績 計画 実績 計画

公益目的財産額 円 円 610,832,350円 620,341,554円 610,832,350H

公益目的収支差額 円 円 25,969,700円 20,609,135円 461939,400円

公益目的支出の額 円 円 30,543,000円 20,609,572円 25,543,000円

実施事業収入の額 円 「 4,573,300円 437円 4,573,300 Fl

公益目的財産残額 円 「 584,862,650円 599,732,419円 563,892,950円

注 :前事業年度及び当該事業年度の計画及び実績の額、翌事業年度の計画の額を記載 してください。



【実施事業 (継続事業)の 状況等】

(2)〔公益目的支出計画実施報告書〕

(事業単位ごとに作成してください。)

事業番号 事業の内容

継 1 団単院大學学生支援を通じた青少年の育成事業

(1)計 画記載事項

事業の概要

(1)趣 旨
本法人は、国學院大學の卒業生からなる同窓会組織であり、団寧院大學の発展と在籍する後輩学生たちの支援
活動は必要不可

欠と考える。日本の将来を担う若者達への支援について、これまで同様 積 極的に取り組むものである。

(2)事 業

国學院大學学生等支援

【具体的支援内容】
口学術 ロスポーツ振興資金

団単院大學が推進する貴重資料デジタル化事業の支援、及び団単院大學で推進している指定強化部会の
支援
・司法試験奨学金

司法試験合格を目指す学生 (大学院生も含む)の 支援
・院友会長賞による学生の頭彰
学術分野、スポーツ分野で優秀な結果を残した学生の顕彰
日その他

本法人が所有する 「院友会館」を利用する際の施設の経費の減免、教職を目指す学生の支援、卒業後社
会人として必要なマ

ナーを学おミための講習会の開催を行う

*事 業の公益性について

学術 ロスポーツ振興資金の事業のうち、学術部門は団學院大學で所有する貴重資料のデジタル化事業の
支援であり、このデ

ジタル化された資料は、インターネットを通じ全世界で閲覧が可能であり、学術研究に大きな役割を果
たしているものである。

スポーツ部門の支援は、団単院大學で強化を行つている指定強化運動部会の支援であり、スポーツを通
じて青少年の健全な
育成に寄与するものである。
これらの事業は、事業の種類 (別表の号)の 内、 「1 学 術及び科学技術の振興を目的とする事業」 「

7 児 童又は青少年の健
全な育成を目的とする事業」 「9 教 育、スポーツ等を通じて国民の心身の健全な発達に寄与し、又は

豊かな人間性を涵養する
ことを目的とする事業」に該当する。

司法試験奨学金、及び院友会長賞による学生の顕彰事業は、何れも明確な目標を持ち、将来の日本を担
うであろう若者の支

援事業である。
これらの事業は、事業の種類 (別表の号)の 内、 「7 児 童又は青少年の健全な育成を目的とする事業

」 「9 教 育、スポーツ等

を通じて国民の心身の健全な発達に寄与し、又は豊かな人間性を洒養することを目的とする事業」に該
当する。

その他の話事業も、学生の支援事業であり、これらの事業も、事業の種類 (別表の号)の 内、 「フ 児
童又は青少年の健全な育

成を目的とする事業」 「9 教 育、スポーツ等を通じて国民の心身の健全な発達に寄与し、又は豊かな
人間性を洒養することを

目的とする事業」に該当する。

(3)財 源等

学術 ・スポーツ振興資金は、卒業生からの浄財を基に行う。他の事業については、会員(卒業生)からの一般寄
付金 ・会費を主な財
源とする。

別表E(2)-3の 「特定資産受取利息」 「受取寄付金」

当該事業に係る公益目的支出の見込額 14,203,500円

′′    実 施事業収入の見込額 1,602,300円



(2)当 該事業年度の実施状況

事業の実施状況について

団學院大単学生等支援

【具体的実施事業】
。その他

学生の活動の支援を実施。

歴史地理学教室に所属する学生達が、研究活動の一環として行つた事業への支援を行つた。彼らの研
究拠点の一つで

あり、東日本大震災の被災地でもある岩手県大船渡市関係者と、学生達の交流の会開催に対して支援
を行つた。

また、学生達の日頃の研究や活動の発表の場である若木祭 (学園祭)に 合わせ、近年大学でホームカ
ミングデーが開催

されており、本会でも卒業生と学生の絶好の交流の場と考え、それに対しても積極的な支援を行つた
。昨年度は、特に

3つの支部が上京して、就職支援等も視野に入れて各地域をPRし 、学生との積極的な交流を行つた

本法人が所有する 「院友会館」を利用する際の施設の経費の減免を実施。
研究会や各種団体の利用の際、青少年の健全な育成や、教育 ロスポーツ等を通じて心身の健全な発達

、豊かな人間性を
洒養することを目的としたものに対して実施。
*対 象件数  延 べ 128件 を対象
卒業後社会人として必要なマナーを学おミための講習会の開催。
ホマナー教室  平 成25年1月16日 (水)、 1月30日 (水)の 2日間開催。
*ラ イフプランセミナー  平 成25年2月1日 (金)開 催。

当該事業に係る公益目的支出の額 7,382,036円

″   実 施事業収入の額 437円

((1)一(2))の 額 7,381,599円

(4) 当該事業に係る損益計算書の費用の額 7,431,696円

〃   損 益計算書の収益の額 437円

(1)及び (2)に記載 した額が計画に記載した額と異なる場合、その内容及び理由 注

一般財団法人への移行が期中の10月1日付であり、本実施報告書の対象期間が6カ月であるため、公益目的収支差
額は計画作成時点の5割強である。因みに、当初計画と本実施報告書における差は、凡そのものが移行前に実施
・決算済によるものである。

注 :この事業に係る公益目的支出の額等の変更が、公益目的支出計画全体の実施に影響を与えるか否かについても

記載してください。
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【実施事業 (継続事業)の 状況等】

(2)〔公益目的支出計画実施報告書〕

(事業単位ごと|こ作成してくださいG)

事業番号 事業の内容

継 1 図學院大摯学生支援を通じた青少年の育成事業

【実施事業収入の額の算定について】

(1)「損益計算書の収益の額」に対応した(2)「実施事業収入の額」を記載し、その算定に当たつての考え方を
記載してください。

注 :実施事業収入の額の算定の記載事項について、必要な説明書類を添付してくださいc

【公益目的支出の額の算定について】

(1)「損益計算書の費用の額」に対応した(2)「公益目的支出の額」を記載し、その算定に当たつての考え方を
記載してください。

損益計算書の科目
( 1 )損益計算書の

収益の額
(2)実施事業収入の額 (2)の額の算定に当たつての考え方 注

特定資産受取利息 437円 437円 指定正味財産中の特定資産受取利息に係る源泉所

得税分を一般正味財産に振替えたものである。

計 437円 437円

損益計算書の科目
(1)損益計算書の

費用の額
( 2 )公益 目的支出の額 (2)の額の算定に当たつての考え方 注

建物減価償却費 67,367円 42,441 円 時価評価 したため。

建物付属設備減価償却

費

71,730円 46,996円 時価評価 したため。

その他 7,292,599円 7,292,599円 異なる費用科目はないため、 (1)と (2)は同額
である。

計 7,431,696円 7,382,036円

注 t(1)と (2)が同額である場合には、 「科目」欄を 「その他」とじて、まとめた額を(1)及び(2)欄に記載じてもかまいません。



【実施事業 (継続事業)の 状況等】

(2)〔公益目的支出計画実施報告書〕

(事業単位ごとに作成してください。)

事業番号 事業の内容

継 2 豊かな人間形成を目的とした講座や講演会等の開催事業

)計 画記載事項

事業の概要

( 1 )趣 旨
本法人は、 「わが国の発展を将来に期するためには、日本の歴史 ・民族性に基づくものでなければならない」
という団學院大単の建

学の精神を基に、日本の伝統文化を後世に伝える役目を担うと考える。これを基本とした様々な事業を通じ、
これまで同様積極的に

社会貢献に取り組むものである。

(2)事 業

講座 コ講演会事業

【具体的事業内容】
・講座
これまで開催してきた 「古事記全講研究会」 「源氏物語講座」 「一般社団法人儀礼文化学会との共催講

座」等の教養講座の開催
口講演会

年 1回開催される院友大会 (同窓会)に 先がけて行う、時節に応じた内容の公開講演会の開催
全国各地 (支部)で の公開講演会等の開催。特に、日本の伝統文化やそれに関する芸能を主たる目的と

する諸事業により積

極的に取り組みたいと考える
日その他

本法人が所有する 「院友会館」でのサロンコンサー トの開催

※なお、これらの事業の告知については、フリーペーパーゃ新聞 ロホームページにて行つている。

米事業の公益性について

講座及び講演会の事業については、いくつかの専門的分野を団摯院大学の名誉教授 ・教授が学術的に教
授するものであり、

受講生は広く一般社会を対象としたものである。日本の伝統文化や、それに関する芸能を主たる目的と
する全国各地 (支部)

での公開講演会等も、広く地域住民の方々を対象にした事業である。
従つて、この事業は事業の種類 (別表の号)の 内、 「1 学 術及び科学技術の振興を目的とする事業」

「9 教 育、スポーツ等を
通じて国民の心身の健全な発達に寄与し、又は豊かな人間性を洒養することを目的とする事業」 「19

地域社会の健全な発

展を目的とする事業」に該当する。
サロンコンサー トの開催事業については、これまでも毎回子供から大人まで広い年齢層の方々に来場い

ただいている。昨今の

気忙しい社会の中で、ほんの僅かな時間ではあるが、音楽を通じて地域の多くの方々に、豊かな人間性
と感性を養つていただ

きたいという考えから行つているものである。
従つて、この事業は事業の種類 (別表の号)の 内、 「2 文 化及び芸術の振興を目的とする事業」 「フ

児童又は青少年の健全

な育成を目的とする事業」 「9 教 育、スポーツ等を通じて国民の心身の健全な発達に寄与し、又は豊
かな人間性を涵養するこ

とを目的とする事業」 「19 地 域社会の健全な発展を目的とする事業」に該当する。

(3)財 源等

講座は、受講希望者からの受講料による。ただし、その収益に対して費用が上回る場合は、会員
からの一般寄付金 口会費を財源に対応する。講演会 口その他については、会員(卒業生)からの一般
寄付金 ・会費を主な財源とする。
別表E(2)-3の 「講習会事業収益」 「受取民間補助金」 「受取利息」

当該事業に係る公益目的支出の見込額 4,989,500円

〃    実 施事業収入の見込額 2,971,000円



(2)当 該事業年度の実施状況

事業の実施状況について

講座 ・講演会事業

【具体的事業内容】
・講座
いくつかの専門的分野を団単院大掌の名誉教授 口教授が学術的に教授する講座を開催。

古事記全講研究会 (第20期 )開 催
*平 成24年10月17日 (水)、 11月21日 (水)、 12月19日 (水)、 平成25年1月16日 (水)、 2月20日

(水)、 3月13日 (水)に 開催。
源氏物語講座開催 (第6期 :「少女の巻を読む」)
*平 成24年10月1日 (月)、 11月12日 (月)、 12月10日 (月)、 平成25年1月21日 (月)、 3月‖日

(月)に 開催。

公開講座 「団掌院の古典」開催
*平 成25年1月15日 (火)、 1月17日 (木)、 1月18日 (金)、 1月19日 (土)に 開催。

・講演会

石川県金沢市において公開誌演会を開催。

青少年の健全な育成、そして豊かな人間性を酒養することを目的として開催。
*平成24年11月18日 (日) 金 沢市文化ホール大ホール

講師 :団學院大學硬式野球部監督 鳥 山泰孝 氏

演題 :「高校時代に学おミベき十の事」

来場者 :680名
。その他

サロンコンサー ト開催。

音楽を通じて地域の多くの方々に、豊かな人間性と感性を養つていただくことを目的として開催。
*平成24年12月15日 (土)、 平成25年3月16日 (土)開 催。

当該事業に係る公益目的支出の額 2,149,792円

〃   実 施事業収入の額 0円

((1)一(2))の 額 2,149,792円

(4) 当該事業に係る損益計算書の費用の額 195,134円

′′   損 益計算書の収益の額 0円

(1)及び (2)に記載 した額が計画に記載した額と異なる場合、その内容及び理由 注

一般財団法人への移行が期中の10月1日付であつたため、支出は当初計画の約4割強となつている。また、収入に
ついては前期の9月30日付で決算済であるため、今期においては0となつている。

注 :この事業に係る公益目的支出の額等の変更が、公益目的支出計画全体の実施に影響を与えるか否かについても

記載してください。



【実施事業 (継続事業)の 状況等】

(2)〔公益目的支出計画実施報告書〕

(事業単位ごとに作成してくださいG)

事業番号 事業の内容

継 2 豊かな人間形成を目的とした講座や講演会等の開催事業

【実施事業収入の額の算定について】

(1)「損益計算書の収益の額」に対応した(2)「実施事業収入の額」を記載し、その算定に当たつての考え方を
記載してください。

注 i実施事業H又入の額の算定の記載事項について、必要な説明書類を添付してください6

【公益目的支出の額の算定について】

(1)「損益計算手の費用の額」に対応した(2)「公益目的支出の額」を記載し、その算定に当たつての考え方を
記載してください。

注 :(1)と (2)が同額である場合には、 「科霞」欄を 「その他」として、まとめた額を(1)及び(2)欄に記載してもかまいませんじ

損益計算書の科目
( 1 )損益計算書の

収益の額
(2)実施事業収入の額 (2)の額の算定に当たつての考え方 注

0円 0円

計 0円 0円

損益計算書の科目
( 1 )損益計算書の

費用の額
(2)公益目的支出の額 (2)の額の算定に当たつての考え方 注

建物減価償却費 61,509円 38,751円 時価評価したため。

建物付属設備減価償却
費

65,494円 42,910円 時価評価 したため。

その他 2,068,131円 2,068,131 円 異なる費用科目はないため、 (1)と (2)は同額
である。

計 2,195,134円 2,149,792円



【実施事業 (継続事業)の 状況等】

(2)〔公益目的支出計画実施報告書〕

(事業単位ごとに作成してください。)

事業番号 事業の内容

継 3 社会貢献活動等を目的とした団体への会館の施設の提供または経費の補助事業

(1)計 画記載事項

事業の概要

(1)趣 旨
本法人は、広く地域の方々にも有効活用していただける 「院友会館」を有することから、この施設が地域の方
々の交流の場となり、
それをきつかけとして更に地域が活性化するよう、これまで同様積極的に取り組むものである。

(2)事 業

会館施設の提供事業

【具体的事業内容】
地域社会の発展を主たる目的とした院友会館の利用について、その際の施設の提供、利用料の免除または減

免を行う。

*事 業の公共性について

本会館がある地は、小学校 ・中学校 ・高等学校が並おミ文教地区であり、それぞれの保護者の方々も積極的に
活動を行つている。
また、町内会や各種団体の活動も盛んである。これらの活動が本会館で行われる際には、施設の提供や利用

料の免除または減

免を行い、より明るい地域社会の構築と発展を目的とした事業である。
従つてこの事業は、事業の種類 (別表の号)の 内、 「19 地 域社会の健全な発展を目的とする事業」に該
当する。

(3)財 源等

財源は、なし。

当該事業に係る公益目的支出の見込額 107,500円

″    実 施事業収入の見込額 0円

注 :この事業に係る公益目的支出の額等の変更が、公益目的支出計画全体の実施に影響を与えるか否かについても

記載してください。

(2)当 該事業年度の実施状況

事業の実施状況について

会館施設の提供事業

【具体的実施事業】
地域社会の発展を主たる目的とした院友会館の利用について、その際の施設の提供、利用料の免除または減

免を実施。
米対象件数  延 べ 16件 を対象

当該事業に係る公益目的支出の額 253,263円

〃   実 施事業収入の額 0円

((1)―(2))の 額 253,263円

(4) 当該事業に係る損益計算書の費用の額 255,423円

〃   損 益計算手の収益の額 0円

(1)及び (2)に記載 した額が計画に記載した額と異なる場合、その内容及び理由 注

本事業は、当初計画時の予想を上回つたため、支出が増となつている。
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【実施事業 (継続事業)の 状況等】

(2)〔公益目的支出計画実施報告書〕

(事業単位ごとに作成してくださいG〉

事業番号 事業の内容

継 3 社会貢献活動等を目的とした団体への会館の施設の提供または経費の補助事業

【実施事業収入の額の算定について】

(1)「損益計算手の収益の額」に対応した(2)「実施事業収入の額」を記載し、その算定に当たつての考え方を
記載してください。

注 i実施事業収入の額の算定の記載事項について、必要な説明書類を添付じてください。

【公益目的支出の額の算定について】

(1)「損益計算手の費用の額」に対応した(2)「公益目的支出の額」を記載し、その算定に当たつての考え方を
記載してください。

損益計算書の科目
(1)損益計算書の
収益の額

(2)実施事業収入の額 (2)の額の算定に当たつての考え方 注

0円 0円

計 0円 0円

損益計算書の科目
( 1 )損益計算書の

費用の額
(2)公益目的支出の額 (2)の額の算定に当たつての考え方 注

建物減価償却費 2,929円 1,845円 時価評価 したため。

建物付属設備減価償却

費

3,119円 2,043円 時価評価 したため。

その他 249,375円 249,375円 異なる費用科目はないため、 (1)と (2)は同額
である。

計 255,423円 253,263円

注 :(1)と(2)が同額である場合には、 「科目」欄を 「その他どとして、まとめた額を(1)及び(2)欄に記載 してもかまいませんc



【特定寄附の状況等】

(3)〔公益目的支出計画実施報告書〕

(特定寄8f t lごとに作成してくださいG)

事業番号 寄附の内容

寄 1 学校法人団単院大摯への学生の奨学資金および学校法人団摯院大學が実施する社会貢献事業への寄付

(1)計 画記載事項

当該寄附の相手方の名称及び所在場所 学校法人園掌院大學

東京都渋谷区東4-10-28

寄附の実施予定時期及び必要な財源等について

この寄付については、年度毎に計画的 口継続的に実施したい

財源は、会員(卒業生)からの一般寄付金 日会費を主とする。

(1)当 該寄附に係る公益目的支出の見込額 10,800,000円

(2)当 該事業年度の実施状況

当該寄附の相手方の名称及び所在場所 学校法人国學院大學

東京都渋谷区東4-10-28

寄附の実施状況等について

平成24年10月、及び11月に団學院大単学生への奨学資金 (東日本大震災被災地出身学生修学支援)、 及び教育研
究施設充実のため等に合計10,600,000円の寄附を実施。

(1)当 該寄附に係る公益目的支出の額 10,600,000円

(2)   〃    損 益計算手の費用の額 10,600,000円

公益目的支出計画記載事項 (実施時期や支出の見込額と実績の額など)の 変更の内容及び理由 (1 )に記載した額が
計画に記載した額と異なる場合、その内容及び理由 注

当該事業年度は、10月1日付の移行であつたため実施額と見込額に200,000円の差額が生じている。これは、移行
前である前期中に実施したものである。

注 :この寄附に係る公益目的支出の額等の変更が、公益目的支出計画全体の実施に影響を与えるか否かについても

記載してください。



。二
抱
役

〉
】
Ｄ
橋
碑
Ｎ
Ｎ
斌
や
二
Ｗ
Ｄ
判
ぷ
預
Ｇ
重
齢
蕊
珊

′
や
い
Ｇ
慨
則
壇
撤
蛭
世
※

【
挙
Ｇ
旺
鰹

邸
導
搬
些

Ｇ
□
Ｋ
巴
貯
球
神
蕊
珊

E

盟
運
搬
些

Ｇ
田
ｋ
巴
貯
株
沖
橿

E

逗
世
Ｇ
田
慨
蹴

E

緯
甲
Ｇ
製
則

０
や

Ｅい
榊

（
。
二
約
製

〉
）
Ｄ
ぷ
半
里
判
竹
重
帥
慨
撃
）

〔帥
柚
韓
翼
駅
回
品
ヨ
拭
呂
回
組
憩
〕
翁
）

帥
県
挙
Ｇ
Ｎ
細
導
胎
導
世
や
雑
里
重
帥
蕊
珊

（
ｏ
）

【帥
県
革
Ｇ
重
肺
慨
輩
】



【特定寄附の状況等】

(3)〔公益目的支出計画実施報告書〕

(特定寄鮒ごとに作成してくださいG)

事業番号 特定寄附の内容

寄 1 学校法人団撃院大學への学生の奨学資金および学校法人団學院大學が実施する社会貢献事業への寄付

【公益目的支出の額の算定について】

(1)「損益計算手の費用の額」に対応した(2)「公益目的支出の額」を記載し、その算定に当たつての考え方を
記載してください。

注 :(:)と(2)が同額である場合には、 r科 目ど欄を 「その他どとして、まとめた額を(1)及び(2)欄に記載 してもかまいません。

損益計算書の科目
(1)損益計算書の
費用の額

(2)公益目的支出の額 (2)の額の算定に当たつての考え方 注

寄付金 10,600,000円 10,600,000円 と (2)は 同額である。

計 10,600,000円 10,600,000円



(4)〔公益目的支出計画〕

【実施事業等会計で 「共通」に区分された収益口費用について】

損益計算手の 「実施事業等会計」において 「共通」の会計区分を設けている場合、その収益 口費用について

記載してください。

「共通」の会計区分を設けていない場合は、本表の作成は不要です。

【実施事業収入の額の算定について】

(1)「損益計算手の収益の額」に対応した(2)「実施事業収入の額」を記載し、その算定に当たつての考え方を
記載してください。

注 i実施事業H又入の額の算定の記載事項について、必要な説明書類を添付してください。

【公益目的支出の額の算定について】

(1)「損益計算書の費用の額」に対応した(2)「公益目的支出の額」を記載し、その算定に当たつての考え方を
記載してください。

注 :(1)と (2)が同額である場合には、 「科目」欄を 「その他」として、まとめた額を(1)及び(2)欄に記載してもかまいません。

損益計算書の科目
(1)損益計算書の

収益の額
(2)実施事業収入の額 (2)の額の算定に当たつての考え方 注

0「 0円

計 0円 0円

損益計算書の科目
(1)損益計算書の

費用の額
(2)公益目的支出の額 (2)の額の算定に当たつての考え方 注

その他 224,481円 224,481 円 異なる費用科目はないため、 (1)と (2)は 同
額である。

計 224,481 円 224,481円



別表A〔公益目的支出計画実施報告書〕

について】【公益目的支出計画実施期間中の収支の見込み

ュの主要な事業について(1)そ の祖

変更の内容及び公益目的支出計画の実施に対する影響等 注 1

該当なし。

注 1:そ の他の主要な事業として、 「公益目的支出計画実施期間中の収支の見込み」に記載 した事業のうち、その事業の

内容や実施方法に変更があつた場合に、事業番号 口変更の内容、その理由及び公益目的支出計画の実施に対する

影響を記載 してください。

また、新たにその他の主要な事業を開始 した場合は、その旨、当該事業の概要及び公益目的支出計画の実施に対する

影響を記載 してください。

(2)資 産の取得や処分、借入について

実施内容 (計画の変更内容)及 び公益目的支出計画の実施に対する影響等 注2

該当なし。

注2:「 公益目的支出計画実施期間中の収支の見込み」の備考欄に記載した多額の借入れや施設の更新、高額財産の取得 ・

処分等の活動を実施した場合は、公益目的支出計画に与えた影響を記載してください。また、 「公益目的支出計画

実施期間中の収支の見込み」の備考欄に記載したもののうち、計画内容に変更があつた場合に、変更の内容、その

理由及び公益目的支出計画に対する影響を記載してください。

また、 「公益目的支出計画実施期間中の収支の見込み」の備考欄に記載したもの以外で、法人全体の財務に大きな

影響を与える活動を新たに予定する場合は、その内容、理由及び公益目的支出計画に対する影響を記載してください。



別表B〔公益目的支出計画実施報告書〕

【引当金等の明細】

(1)実 施事業に係る引当金

注 :算定日において、退職給付会計導入に伴う変更時差異の未処理額を公益目的財産額から控除した場合については、

当該未処理額は記載不要です。

番号

引当金の名称 目的 事業番号

期首残高 当期増加額
当期減少額

期末残高
目的使用 その他

1 退職給付費用 職員の退職給付に備えるため 継1、継2、実施事業

共通、その他の事業

、法人事業

35,641,800円 800,700円 92,000円 円 36,440,500 Fl

(2)(1)以 外の引当金のうち、算定日において計上していたもの

番号

引当金の名称 目的

期首残高 当期増加額
当期減少額

期末残高
目的使用 その他

円 円 円 円 円

(3)「 その他支出又は保全が義務付けられているもの」としたもの 注

番号

財産の名称 目的

期首の価額 当期増加額
当期減少額

期末の価額
目的使用 その他

円 円 円 円 円
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